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｢注 ぐ｣

サモワールと喫茶文化

解

説
久保正敏

鳶』 水を飲む 口元 の 器 に水 を注 ぐた め の器 には、

やかんや水差しのように、水の流れを絞る注ぎ

口と、それ を握 っ て傾 けるた めの取 っ手 がつ く

ろが基本形であり、用途から言えば当然だろう。
      せゆうき

素材 は土器 、施釉 器 、金属 製 とさ まざ まで意 匠

を凝 らす もの もあ る。 スー ダ ンの水 差 しの よう

に、土器 製 に似せ て鉄製 の缶 を変形 ・転 用 した

もの もあ り、道 具 を使 う人の所 作 が極 めて保 守

的で あ るこ とを示す 事例 と言 え る。地域 の環 境

を反 映 し、土器 の気 化熱 蒸散 に よる冷却 効 果 を

狙 う ものや 、 その ま ま火 にか け て加 熱 で きる も

の もあ る。 そ の中 か ら、 加熱 ・保 温そ して注 ぐ

機 能 を持つ 金属 製 の容器 、サ モ ワー ル を紹介 し

よう。

 サ モ ワール は、 ロ シアや その他 の ス ラブ諸 国、

イ ラ ン、 トル コな どで湯 を沸 かす た めに伝 統 的

に使用 されて きた もの で、古 くか ら銅 鉱 山が 開

発 され て金属 工芸技 術 が発達 した この地域 の特

性 を反映す る。名称 は、｢自 ら｣｢沸 かす｣を 意

味す る ロ シァ語 が起 源 であ る。民 博 に は、 イ ン
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ドや中 国新 彊 ウイ グル 自治 区の 資料 もあ る。

 伝 統 的 なサ モ ワー ルは胴部 の 中央 に垂直 に管

が通 ってい て、 その下 に炭 な どの燃料 を入 れ て

点火 し、 胴部 に入 れた水 を沸 か し、胴 の下 部 に

あ る蛇 口か ら湯 を注 ぐ。 もっ と も、現 在 では電

熱 式が 多い。 湯 を沸か して火 を消 した後、 上部

にテ ィーポ ッ トを置 いて保温 す る こ ともで きる。

内 部の熱 源 で水 を温 め る構造 が 中国や モ ンゴル

の 火鍋 に似 て い るの で、 これ を改 良 して18世

紀 に 中央 アジ アで作 られ た とい う説が あ る。 上

部 にテ ィー ポ ッ トを置 く仕組 み か らわか る よう

に、サ モ ワール は紅茶飲 用 文化 と深 く結 びつ い

てい る。

 しば しば、喫茶 に関 して、紅 茶文化 圏 とコー

ヒー文化 圏 とい う議論 が ある。 エチ オ ピア原 産

で13世 紀 頃 に ア ラ ビア半 島 の遊 牧 民が 効 能 を

発 見 した との伝 説が あ るコー ヒー は、 イス ラム

圏 にひ ろが り、や が て17世 紀 には 西 欧 に も広

が っ た と言 われ る。 これ に対 し、紅茶 の歴 史 は

古 い。 中 国雲南省 が原 産 とされ 、紀 元前後 には

固形茶 と して、 明代 に は茶葉 を煎 じる形 式で 中

国 に普 及 し、茶 葉 を完 全 に発酵 させ た紅 茶 は宋

代 に作 られ るよ うにな った とされ る。

 茶 は、 陸 路 と海路 の二 つ の ルー トで 西 に 広

が った。 海路 で はポル トガ ルや オラ ンダ によ る

東方貿 易 に よ り西 欧 に、 陸路 で はモ ン ゴル 、チ

ベ ッ ト、ペ ル シアか らロ シ アに まで16世 紀 に

は伝 わ り、隊 商貿易 が盛 ん にな る とと もに普 及

した。

 よ く語 られ るのは、 陸路 と海路 の伝播 の違 い

で茶 の呼 び名 が異 な るこ とであ る。 陸路の茶 は

広 東 語 のchaを 起 源 とす る た め チ ャ イ な ど冒

頭 にCの 音 を含 み、 海 路 の 茶 は福 建 語 のtay

を起 源 とす るた め テ ィー な ど冒 頭 にTの 音 を

含 む こ とか ら、C文 化 圏 とT文 化 圏 、 と対 照

させ る説で あ る。 この説 か らす れ ば、サ モ ワー

ル はC文 化 圏 の発 展 と と もに広 が っ た もの か

も知 れな い。


